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１．外部評価委員会の講評 

外部評価委員会における講評は以下のとおりである。 

なお、審議の詳細については本書の参考資料－１に議事録を掲載している。 

平成２６年度 土木研究所外部評価委員会 全体講評 

【国土の哲学を描くための各分科会の連携】 

分科会のテーマである「防災」、「ストックマネジメント」、「グリーンインフラ」、「自然共生」は、国土の

保全や管理を行う中で非常に適切なテーマである。しかしながら、この４つのテーマが相まって、どのよう

な国土保全・整備・管理ができると考えているのかという国土の哲学が示されていない。国土の哲学を描く

ためには、分科会の中のプロジェクト間や分科会間での総合化を図ることが重要であり、それに向けて、複

数の分科会を交えて、あるいは外部評価委員等も交えて議論することが望ましいと考えられる。 

【研究のボトムアップ】 

各プロジェクト研究は、多様なテーマに関する知見を総合的に組み合わせることにより、土研の使命とし

て多様な問題を解決するという形で組まれている。これらのプロジェクト研究を支える重点研究、基盤研究、

基盤研究（萌芽タイプ）を土研自らボトムアップすることによって、学術的に優れた研究が組まれる基盤が

つくられると考えられる。土研の研究者のキャリアパスの与え方も関連すると思われるが、大学との連携や

外部研究者の活用等により、戦略的に行うこともできると考えられる。 

【適応策の考え方】 

分科会の４つのテーマのもと、緩和策の検討だけではなく、いざというときのための適応策の検討につい

ても、考えを少し改めて行う必要がある。これまでの設計洪水位や設計震度のように、与えられたものを指

標として、ものを考えるだけではなく、とてつもなく大変なことが起こった場合も含めた適応策に関して、

４つのテーマの視点から対応できるような考え方を目指してほしい。 

【プレゼンテーションの内容・方法】 

プレゼンテーションのフォーマットが適切に整備され、一人一人時間を守って発表しており、これまでに

ない良い発表であった。また、各プロジェクト研究の目的や位置付けに関する内容を分科会毎に１枚の絵に

まとめており、非常に分かりやすかった。 

２．土木研究所の対応 

 土木研究所外部評価委員会で頂いた講評を踏まえ、分科会間・プロジェクト間の連携や研究のボトムア

ップの方策等について所内で十分に議論を行うとともに、今後も実施計画に従って鋭意研究を進め、社会

的ニーズに的確かつ迅速に対応した研究成果を出すよう努力していきたい。 

131






